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防災・減災分野からのＡＩ技術への期待
— 熊本地震災害対応の事例から —



SIP4DSIP（戦略的イノベーション創造プログラム）について
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内閣府HPより転載
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SIP防災（レジリエントな防災・減災機能の強化）の全体構成

SIPレジリエンス災害情報システム

対応

⑤災害情報収集・リアルタイム被害推定

⑥災害情報の配信技術

⑦地域連携による災害対応

●内閣官房：IT総合戦略室 ●内閣官房：国土強靱化推進 ●内閣府：防災担当

予防

③液状化対策技術

国交省
消防庁

⽂科省
国交省
経産省
総務省

総務省

⼤学群

７省１庁の研究開発参加＋内閣官房・内閣府との連携

府省庁

研究
機関

自治体

民間
企業

情報集約

府省庁

研究
機関

自治体

民間
企業

⽂科省
厚労省
農⽔省

情報加⼯

災害予測・予防・対応
と情報共有の高度化を
図る最新技術の開発

国、自治体、企業、国
民の防災・減災の

実践力向上

情報提供
情報共有

利活⽤情報発信

予測

①津波予測技術

②豪雨・竜巻予測技術

⽂科省
国交省
総務省
⽂科省
国交省

④府省庁連携防災情報共有システム
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SIP4DSIP4Dの開発⽬的
国全体で状況認識を統一し、的確な災害対応を行うために、所掌業務が異なる多数の府省庁・関係機関
等の間で、横断的な情報共有・利活用を実現するシステムの開発

津波予測（SIP①）
豪雨・竜巻予測（SIP②）
被害推定情報（SIP⑤）
状況把握情報（SIP⑤）
等のﾘｱﾙﾀｲﾑ共有

観測・予測・被害推定情
報をトリガに、ため池決
壊予測・氾濫域推定し、
対応状況とともに共有

情報構築
（SIP①～⑤）

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ戦略に則った
各種取り組みとの情報共
有（G空間ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ等）

SIP外部の取り組み

入出力自動変換

被害推定情報等をもとに、
災害派遣医療チームの
派遣を判断し、現地で得
た情報とともに共有

下流氾濫域の推定

DMATの
派遣判断被害推定情報

情報なしの場合

被害推定情報に
基づくｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ため池決壊予測

ため池防災支援ｼｽﾃﾑ等

全国ため池
データベース

地震観測・豪雨予測情報

－

－

＋

＋

＋

受け入れ不可

通行不可

派遣可能ルート
受け入れ可

受け入れ不可
ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀの
ｽﾄｯｸ･ﾌﾛｰ管理

 

各組織で運用する災
害関連情報システムと
の情報共有（そのため
の共通様式を提案）

各府省庁・関連機関 情報共有に基づく利活用技術

加工例：共通状況図

各組織から集約されるデー
タの統合処理（ﾃﾞｰﾀﾌｭｰｼﾞｮ
ﾝ）による新しい情報の作成

多種多様な情報の
関係性を知識ﾍﾞｰｽ化
した論理統合化技術

災害時保健医療活動
支援システム等

ため池防災支援

保健医療活動支援

自治体（SIP⑤）
配信技術（SIP⑥）

地域災害対応ｱﾌﾟﾘ
（SIP⑦）

共有情報に
基づく意思決
定・情報伝達
等の利活用
や、新たなア
プリ開発

地域医療防災ﾈｯﾄﾜｰｸの
確立とﾆｰｽﾞ情報の共有

地域医療防災ﾈｯﾄﾜｰｸ

地域医療ﾆｰｽﾞ
収集・集約ｼｽﾃﾑ等

府省庁連携防災情報共有システム
SIP4D: Sharing Information Platform

for Disaster management
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SIP4D熊本地震におけるSIP4Dの情報共有・利活⽤⽀援
観測・調査等
データ集約

ﾃﾞｰﾀの統合・
加工処理

迅速・統合型
情報提供

防災科研ｸﾗｲｼｽ
ﾚｽﾎﾟﾝｽｻｲﾄ

（NIED-CRS）
府省庁連携防災
情報共有ｼｽﾃﾑ

SIP4D
Sharing Information 
Platform for Disaster 

Management

災害対応機関・組織

災害VC、⽀援NPO等

⾃衛隊、DMAT、
DPAT、医療救護班等

道路交通課、健康福祉課等

内閣府、厚労省、国交
省、地理院、農⽔省等

政府災害対策本部

各種支援団体

熊本県災害対策本部

現地における
情報利活用

NIEDや関係機関か
らのﾃﾞｰﾀ⾃動受信

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ・紙地図
での提供

防災科研現地
ﾘｴｿﾞﾝを介して
地図ﾃﾞｰﾀ化

情報の共有
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防災分野におけるＡＩ技術の利活⽤ 〜 論点

国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所 2017

論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか

論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか
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論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか

事前情報︓国⼟数値情報（緯度経度あり）

南阿蘇村 久⽊野福祉センター 久⽊野総合福祉センター 南阿蘇村久⽯２０７５
南阿蘇村 久⽊野総合センター 久⽊野総合福祉センター 南阿蘇村久⽯２０７５
南阿蘇村 ⽩⽔体育館 ⽩⽔体育館 南阿蘇村吉⽥1００７－１
南阿蘇村 ⽩⽔保健センター ⽩⽔保健センター 南阿蘇村吉⽥1495
南阿蘇村 ⽩⽔⼩体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村吉⽥１４９９
南阿蘇村 福祉センター ⽟名市岩崎88-4
南阿蘇村 ⽩⽔中体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村吉⽥２３０１
南阿蘇村 南阿蘇中体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽３６４５
南阿蘇村 南阿蘇⻄⼩体育館 南阿蘇村⼤字河陽2999-2
南阿蘇村 旧⻑陽⻄部体育館
南阿蘇村 旧⽴野⼩体育館 南阿蘇村⽴野１５９６
南阿蘇村 下野公⺠館 南阿蘇村⼤字下野647-1

市町村名 避難所名 施設名 住所

（旧）⻄部⼩体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字河陽4964
（旧）⽴野⼩体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字⽴野1596
総合センター 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字吉⽥1495
総合福祉センター 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字久⽯2705
⻑陽体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字河陽3570-1
南阿蘇⻄⼩体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字河陽2999-2
⽩⽔⼩学校 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字吉⽥1499
⽩⽔体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字吉⽥1007-1
⽩⽔中学校 熊本県阿蘇郡南阿蘇村⼤字吉⽥2301

避難所名 住所

緯度経度情報がある
ので地図化は容易

様々な不整合があり、
統合処理が非常に困難

① 避難所情報に緯度経度が含まれて
いないため、位置を特定できない

② 事前情報にない避難所が新設される
③ 事前情報で1つだった施設が2つに

なっている
④ 避難所名と施設名の違いが不明
⑤ 事前情報と名前が変わっている

・旧名称や新名称が混在
・紛らわしい名前が混在
・誤りも多々存在

⑥ 住所不明の避難所もある
…等々

現地情報︓熊本県避難所情報（緯度経度なし）

熊本地震時における避難所情報の不整合
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論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか
ＥＭＩＳ避難所情報

避難所名称で突合

⼿作業による
摺り合わせ

避難所データベース
作成

県健康福祉政策課
避難所情報

住所から緯度経度を
特定

中央区避難所開設状況

№ 避難所名 開設日 4月28日 避難者情報 備　　　考

13時 男性 女性

1 大江小学校 4月14日 25人 Wi-Fi設置校 指定避難所

2 白川中学校 4月14日 20人 Wi-Fi設置校

3 熊本学園大学 4月14日 40人

4 白川小学校 4月14日 85人 Wi-Fi設置校

5 熊本大学医学部（本荘体育館） 4月14日 163人

6 城東小学校 4月14日 165人 藤園中も含む

7 江南中学校 4月14日 90人 Wi-Fi設置校

8 本荘小学校 4月14日 50人

9 大江出張所 4月14日 42人

10 黒髪小学校 4月14日 22人

11 桜山中学校 4月14日 23人

12 竜南中学校 4月14日 40人

13 市立必由館高校 4月14日 35人 武道館（体育館不可）

14 熊本大学（黒髪体育館） 4月14日 48人

15 済々黌高校 4月14日 20人

16 碩台小学校 4月14日 22人

17 壷川小学校 4月14日 50人

18 京稜中学校 4月14日 200人

19 一新小学校 4月14日 181人 古城堀端も含む

20 西山中学校 4月14日 36人

21 五福小学校　 4月14日 210人

22 慶徳小学校 4月14日 87人

23 春竹小学校 4月14日 100人

24 江原中学校 4月14日 100人

25 熊本市総合体育館・青年会館 4月14日 54人

26 熊本商業高校 4月15日 15人

27 砂取小学校 4月14日 80人 Wi-Fi設置校

28 熊本工業高校 4月14日 50人

29 帯山小学校 4月14日 50人 教室（運動場不可）

30 帯山西小学校 4月14日 50人

31 帯山中学校 4月14日 84人

32 託麻原小学校 4月14日 144人

33 白山小学校 4月14日 59人 Wi-Fi設置校

34 出水小学校 4月14日 60人

35 出水南小学校 4月14日 223人 Wi-Fi設置校

36 出水中学校 4月14日 85人

37 出水南中学校 4月14日 35人 Wi-Fi設置校

38 熊本大学（大江体育館） 4月14日 34人

39 湧心館高校 4月14日 80人

40 熊本国府高等学校 ※ 4月14日 31人 Wi-Fi設置校、職員配置

41 水前寺競技場 ※ 4月14日 100人

42 渡鹿公園 ※ 4月14日 20人 避難所数 42箇所

43 向山小学校 4月15日 0人 4/28閉鎖　江南中へ移動 避難者数 3108人

44 ふれあい文化 4月14日 11人 指定避難所外

45 熊本市国際交流会館 4月14日 19人

46 五福公民館 4月14日 25人

47 市役所1階ロビー 4月14日 120人

小計

避難所開設状況 避難所開設状況

避難世帯数 避難者数 男性 女性 身障者トイレの有無

1 北区役所 4月14日 閉鎖 0 0 1 3 1 1

2 植木文化センター 岩野238-1 4月14日 28名 有 1 1 2 2 1 2

3 五霊中学校 植木町一木163 4月14日 4名 有 1 2 3 4 1 3

4 植木北中学校 植木町舟島455-1 4月14日 0名 0 2 4 5 1 3

5 鹿南中学校 植木町滴水1110 4月14日 4名 有 1 3 5 6 1 3

6 田原小学校 植木町富応1302番地5 4月14日 0名 0 3 6 8 1 4

7 吉松小学校 植木町豊田474番地 4月14日 0名 有 0 3 断水 7 9 1 4

8 植木小学校 植木町広住1 4月14日 4名 有 1 4 8 10 1 4

9 田底小学校 植木町正清515番地 4月14日 0名 0 4 9 11 1 4

10 桜井小学校 植木町滴水2255 4月14日 0名 無 0 4 10 31 1 4

11 菱形小学校 植木町円台寺124 4月14日 10名 無 1 5 11 32 1 4

12 山本小学校 植木町内1424番地 4月14日 閉鎖 0 5 12 44 1 4

13 山東小学校 植木町有泉841番地 4月14日 0名 無 0 5 13 48 1 4

14 大和コミセン 4月14日 0 5 14 7 1 5

15 菱形コミセン 0 5 15 43 1 5

16 北部総合出張所 鹿子木町66 4月14日 6名 有 1 6 断水(2F) 16 12 2 1

17 北部グランド 4月14日 0 6 17 14 2 2

18 北部中学校 鹿子木町1 4月14日 0名 無 0 6 18 13 2 3

19 北部東小学校 4月14日 体育館使用不可 0 6 19 15 2 4

20 西里小学校 下硯川町1784 4月14日 0名 無 0 6 飲めない 20 16 2 4

21 川上小学校 西梶尾町480 4月14日 3名 有 1 7 21 39 2 4

22 熊本市食品交流会館 4月15日 0 7 22 38 2 5

23 勤労者青年ホーム 鶴羽田２丁目１３ 4月16日 0名 無 0 7 23 49 2 5

24 清水総合出張所 清水亀井町14-7 4月14日 8名 有 1 8 断水 24 28 3 1

25 清水中学校 清水新地2-3-1 4月14日 13名 無 1 9 25 26 3 2

26 楡木小学校 楡木3-9-1 4月14日 32名 無 1 10 26 17 3 4

27 麻生田小学校 麻生田3-9-1 4月14日 7名 有 1 11 27 27 3 4

28 高平台小学校 高平1-17-28 4月14日 55名 無 1 12 断水 28 29 3 4

29 城北小学校 清水新地1-4-1 4月14日 151名 有 教室（体育館不可） 1 13 29 40 3 4

30 清水小学校 清水本町14-58 4月14日 61名 有 1 14 飲めない 30 41 3 4

31 麻生田コミセン 4月14日 0 14 31 30 3 5

32 清水スポーツセンター 使用不可 0 14 32 42 3 5

33 ＴＫＵプラザ 理科室（体育館不可） 0 14 33 45 3 5

34 龍田出張所 龍田弓削1-1-10 4月14日 199名 有 1 15 断水 34 19 4 1

35 武蔵塚公園 4月14日 教室1,2階（体育館使用 0 15 35 20 4 2

36 楠中央公園 4月14日 ﾗﾝﾁﾙｰﾑ（体育館使用不可 0 15 36 35 4 2

37 武蔵中学校 武蔵丘4-19-1 4月14日 15名 有 教室（体育館使用不可） 1 16 37 22 4 3

38 楠中学校 楠3-2-1 4月14日 24名 有 理科室（体育館不可） 1 17 38 36 4 3

39 龍田中学校 龍田7-8-1 4月14日 18名 有 1 18 39 37 4 3

40 龍田小学校 館田7-7-7 4月14日 41名 有 教室1,2階（体育館使用不可） 1 19 出るが難あり 40 18 4 4

41 武蔵小学校 武蔵丘3-15-1 4月14日 2名 無 ﾗﾝﾁﾙｰﾑ（体育館使用不可） 1 20 断水 41 21 4 4

42 楠小学校 楠5-15-1 4月14日 36名 無 教室（体育館使用不可） 1 21 42 23 4 4

43 龍田西小学校 龍田陳内 2- 17 - 1 4月14日 閉鎖 0 21 断水 43 24 4 4

44 弓削小学校 龍田町弓削879-1 4月14日 9名 無 1 22 断水 44 34 4 4

45 熊本北高校 兎谷3-５-１ 4月14日 20名 無 1 23 断水 45 46 4 5

46 植木スポーツセンター 植木町山本788 4月18日 0 23 46

空欄 空欄

47 武蔵コミセン 武蔵ケ丘5-15-15 4月14日 0 23 47 25 4 6

48 龍田幼稚園 龍田6-12-1 0 23 48 47 4 6

49 化血研 大窪1-6-1 0 23 49

50 龍田体育館 龍田弓削1丁目1-10 4月21日 132名 有 1 24 50

計 0世帯 882名 0名 0名

0を非表
示

断水
状況

№

2016/4/28 13:00

№ 避難所名 住所 開設日 開設時間
避難者情報

備考

中
央
区

東
区

北
区

避難所支援マップ応急版
（発災直後）

県と熊本市の情報を統合

熊本市各区避難所情報

避難所支援マップ
定期更新版

避難所データベース
更新

（県・EMISの情報を統合）

名称、住所表記等の
揺らぎを考慮して
⼿作業で摺り合わせ

住所から緯度経度を
特定

名称、住所表記等の
揺らぎを考慮して
⼿作業で摺り合わせ

県健康づくり推進課
避難所情報

避難所データベース
統合版

（県・市・EMISの情報を統合）

国土数値情報
指定避難所
データ

 複数の調査情報を統合しないと現場では
使い物にならない

 統合作業は⼿間がかかりすぎる
（⾃治体ではできない）
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論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか
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現場はホワイトボードとFAXと紙地図でまわっている。
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論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか
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医療救護班も
市役所も
町役場も

ボランティアも
ホワイトボードと貼り紙だらけ



SIP4D論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

⼿書き⽂字認識による災害情報の⾃動集約
 発災直後の災害対策本部は「ホワイトボード・FAX・紙地図」で情報がやりと
りされる。

 災対本部は物理的に⼈と情報の流れが⼊り乱れて混乱状態に陥りやすい。
 ホワイトボード、FAX⽂書、⼿書きメモなどを⾃動認識し、災害に関連する情
報を⾃動的に集約、課題を抽出して共有する技術があれば、⾮常に有効。
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 情報を集めても、誰がまとめて、どこに集約されているのか分からない
 結局、同じことを何度も現場に問いあわせることに･･･



SIP4D

11

論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか
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ため池

避難所

 今回は幸い対応が間に合ったが･･･
 もし、さらに複雑な状況だったら･･･
 もし、同時多発的に発⽣したら･･･

ため池のすぐ下に避難所がある

県災害対策本部

災害現場

隠れた災害リスク
（想定外）

避難所を巡回しているJMAT隊員（5⽉10⽇）
豪⾬の影響でため池のあふれそうだ、と住⺠が⼼配している
ため池の下に避難所があるので移動してもらったほうがよい

⼤⾬により、ため池の⽔位が上昇

誰も想定外の災害リスクに
注意を払っていない︕
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論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか
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迅速かつ柔軟な事態対処  AIによる災害リスクのモニタリングと
注意喚起に期待

 想定外事態への柔軟な対処を誘発

県災害対策本部

災害現場 豪雨リスク情報

地震リスク情報

AI

災害リスクの検出
注意喚起

非定型文字情報

ため池決壊予測情報

避難所情報

土砂災害リスク情報

隠れた災害リスク



SIP4D防災分野におけるＡＩ技術について
特定問題の解決に特化したAIが必要
 ⾃然⾔語処理、⼿書き⽂字（画像）認識、⾳声認識、地理的位置情報の特定、
巡回経路最適化、ビッグデータ解析･･･など

期待されるAI技術
 災害対応現場の負担を軽減
被災⾃治体への不要不急の問い合わせを⾃動処理するAI技術
不完全な施設名から地理的位置情報を特定するAI技術
･･･など

 災害対応現場の混乱を解消
超急性期の混乱状態の中で⾃動的に災害情報を収集するAI技術
⼿書き情報を⾃動認識して災害情報を⽣成するAI技術
･･･など

 災害対応現場の創意を誘発
アドホックに発⽣する問題に対応できる意思決定⽀援AI技術
災害情報を収集してリスクを⾃動監視するAI技術
･･･など
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